










立川からカーネギー‘ 


ベルが響く日 


暖かくつつ t •相揮者光玉艙己氏 








ハンドべル指揮咎 として 国際 
的な活動を統けている児玉勝己 
氏<上砂町四丁目)が、エコーハ 
ンドベルリンガ|ズ(代表•小野 
W 降帝氏-柴崎町三丁目》をひき 

いて、米国カ スギ Trvi ルで 
演奏す ることが 決まった < 7 月 29 
U )。 出発 Hij に、ぜひ立川でベル 
の® きを！ の声に応えて6 月 25 
P 、 「立川市民会館」にて壮行演 
奏会が催されることになった。 













声永 m ズ 

「ハイペル〉 




谷田部萬尤 X 

(ハイべル） 


美网韋ミ 

(ハイベル〉 


芸良陳子 f 

( 4 ルペル) 
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エコーハンドべル•」ンガース 

チャリテイーコンサート 1 88 
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真如苑だより 



吉田義 治 

カンボジア 

写！(履開催 


会明 

19的年6月16日米〜22日冰） 
11時〜 ib 時 ( S 巽 5 H ) 

会鏟 

朝日ギャラリー沿” 

►いくたびの敝 F のなかを生>ぬ 
い r ，たウンボ •• 7 •の人々.こ，‘ 
々シボン • t を W かくつづみ箨專に 
おさめた々/々マン斉田義み氐. 
そ，，人 a め不 “. M かいま？滴 

311 6 . 
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いパ宇^•貪 t ㈤ ； 
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冃刊 • え < てびあん - a 川と語ろラ • a 川に生きよラ 


通％ 47号 



冬の夜の奥多荦での轺との衝 
V 的な出会い—この昤の感 W が 
\の¥«家の方叫を決めた_ 
化 )II 在 til の抑构：トナ / i 家久 m 稚夫 
氏が七年がかりで m リつづけた 
「栗の貉」か一冊の本になつた • 
夜しか^をあらわさない相を iii 
つて lii ごもりを枝けた日々の热 
い想いを铒つた砗が苓《に添え 
られて•彼らとのはのぼのとし 
た•むの交流と a 筇への深い^2 
が伝わつてくる。 



h (全粟力，！一 六00円) 

才 ♦ |^«ぃ金ゎ饮 11 「ぇくてぴぁん »>へ 


フ 出版工房—林発行— : 

HH 办 6 — 

• ,办ンボジア*と«けば、大® 
殺を i « igi させるほどに強烈なィメ 
—ジのある国ではないだろぅか‘ 
こめ U ど，わが「えくてびあん」 
のよき“ ^ナ—である々メラマ 
ン吉田氏のカンボジア写 KM , 瞳 
のなかのプノンペン j が • 6016 
日 S から22日湫まで立川駅ビル(•ウ 
ィル )9 ド wR ギヤラリ—にておこ 
なわれることになつた•また • 6 
n 25 m m 6畤 ao 分から市 R 会館人 
ホ—ルにて 「Hn — ハンドべルり 
ンガ—ズチヤりティ—コンサ r 
袖」がおこなわ a ることになり • 
立川の 6 H はなにやら班やぎそえ 
だ•メトロボリ X 挤も市 M の ra に 
没遗今回は60名の-* 〆 ュニァリ| 
ダ—が g 参加し、 JC メンバ1 
の片腕として活動していた•沖 S ? 
の白〜『は白しえくてびあん 


f IBml 石 Jfti* 焓|» 痄手小川 ID 子 M lb 濤+ 
11 川 霣田中磨. - f ギ .*rJil. <l 赢 h 子 
( *►« 》 天酹武，橛_| 明 



1^足<てびあん第47罟 
昭和六十三年六月一日発行 
発 n 所えくてびあん編. m 工房 
柬京赵立川市柴埼«:2-4—|| 
ファインビルデイング 3 r 
常誌0四二五咖0082 
»»人立#啓介 
発 n 人冲野11男 
印剃所株式僉社 II 川印脚所 
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じめとして映！！など盛〇だ ^ 
くさんの用. ft がしてござい 2 

ます • \ 


- EHIrfl 民 <成人>に限らパ 


せて la きます • 
■お申し込み 
は「えくてび 

あん • コンパ 

♦ーオン」{本諸 
を手渡してく 
れた人} r 



# きれいに色づいたアジサ 

M ィの花の - Is を.ゆっくりと 
\ はつて! r く^タツムリ"子供 

たちの人51者で t ぅつなっ 

f しいこの季節も，それな Q 

5^ に 架 しんで一 HtV っ •!- 供たち 

^ あなたも気分をかえに • 

W ちよつといらしてみませんか 

/ •日時 6 月 16 口 ㈧ 
1^ 午後2時—4時 
み. H 御 本味 •典如1:土物館をは 


ニニ代駅长\栗原武男 

{昭和 1 ニニ年二月 <« ei ¥ 二月) 

諍岡®下の大農191の K 男に生 
まれ宵つた栗®氏には•子供の 
«から大きな^があた*渡米 
して農苤铨铐を学び•将来は S 
士山%で大牧埸を莒みたいとい 
う途方もなく膨大な夢だった。 
しかし•寒庭の^ ffl から®きに 
出なけ/ I ばならなくなリ•知人 
の«めで II 跌ヘ当時力铁必冇>1 : 
入つた■もともと、好％、な仕'^ 
ではなかつたが，人〇たからに 
は一生 S 命にやろうと♦心に* 
つたという•大正十.年四月の 
ことである•，努力の入，栗^氏 
の W . 点 U ここに A る. 

大正 fHT- から昭和九年にか 
けて•供浜駅で小 ffi 物掛として 
ft 務していた時のことである。 
昭扣五年頃まで•嵌浜 gu-f-ffl 


物の配違作案が ©. 常で >) リ、受取 
人不れや {]£ 所表示不明確^の理由 
から配達不能で駅へ持ち滞ること 
もしばしばであつた•これらの手 
何物を迅速に処埋するためには、 

立^^長置 


⑧中野明 



15主宛の照会状を•郸使ボスト W 1 
函前に投函することが^ましい • 
ところが"当時はボストの間 g 時 
W が全く不明で >) り •(••! 時に投函 
すれば、その口の IM 1 収に間に合う 


のか 转目 ai もつかなかった* 
そこで •栗®:氏は駅 K に^悚を 
说明し•职6 からへ 間 
函時別 の ム示を依軿すると共に， 
新雒速铕办務所 ft を通じて电 M 
afe 局 K に间择の要泊^ - nt っ G 
その後•全围の郵使ボ又卜に開 
ffi 時刘が表>7;されるょっになり • 
今 R に至ってい る•当時 • 一 駅 
H にし かすぎなかった* / isi 氏の 
アイディアが、 全 W に 波紋を及 
はした のだった •その後•昭和 
一六 年から同 三 卜年まで • 

卑区に^出することになるが •こ 
こでもまた，持ち的の粘り強さ 
と ^- ャレンジ «神を発揮し • 吨 
時下の中、数々 の 難®を解決 •公 
共飧送 に ft 献した•その功祕が 
.眨められ I 昭和三十年 三月， 東 
尚 a 駅 S に 、 I « J 三二 年二月には 
立 川 KU に tt 任した • 



わたる 


5月7 • 0 C 日* lit けるよぅな存 
空のした{昭和記念公1|》多擊メ 
□ ボリス^ • 綠化まつ9 •キヤ 
ピック联が sfrsi まぶしいなか閣 m 
され•両日合わせて6万入の人た 
ちで版わった•なかでも「ふれあ 
いジャンボエ作太6」に珈机もの 
親子4れや忡ょしグル|ブが桊加 
1、«秀作品にはトロ-7、—が19 
られた•また•"みんなの1¢:っば，， 
中央の大木の下では•「乳牛ミニ 
牧場」と越し雌牛0マリ— • コビ 
I - ^ - I フの3瓸と•ハツ々ネズ 
ミ•ウサギ•ヒナドリなどが； ♦* 
踗|«1からやつてきた*#段敏れる 


まつリ 
。日)開催 

ことのない子供も 
胶屻はおそるおそ 
る触わっていたが • 
しだいに抱きかか 
えた〇•なでまわ 
したりと体で.«®物 
を膝じていたょぅ 
であった • 

普段親子で I « 
に作ったり、動物 
に柚たりする機会 
の少ない子供たちの頭：！ T 今日の 
空のょぅにまぶしく揮っていた- 
また•こ S 催しに先だっては子 
供連合会のジュニアリ—ダ—60名 
が再竿会議所のメンバ—と一緒に 
水|«から片 ft け i でと•この他し 
ものを你〇上げていた ♦ 
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立川市は東 ！ S 139 度 25 分，北 
拔35戌 41 分の地戍にぁリ1 
さて’丸い地球の*側で、わ 
が W と，つているのは…？ 

0* 太西洋 

②口—チヤ《ウルグアィ) 
©セテラゴアス(ブラジル) 

▼ 5 月号の答 ® 

宋京免内梅行さの采电は屮 
央保との立体交若の為 • 兑川 
釈を出ると fr 梅短辂綷に人り 
迂！一して aAMI 駅に f , 

る 

五 □ 

1【15 

は 

紙 
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ハンドべル史をさかのぼる 

こと*約 illo 年前にィギリスで 

生まれた楽雔である" ml 口 

パー W に X %られる教会の夕 

ワ—べルであるが•特にィギ 

リスの教会で ii 教会のシンボ 

ル的ィメ —ジが強い • 

3個から12_の音の輿なる 

人きなべルがタワ—に吊り下 
げられておリ，口—ブを? I き 
Ini 転させることによリ喵らす” 
16 世紀に入るとべルの鳴ら 

す明序が決められた•が、そ 

の ll ( i 番を記谁することは大変 

なことで•そめ練習用にと考 

菜？れたのがここにあるハン 

ドペルである*20世紀に人る 

と^んに研究されるよぅにな 

〇もつと t 盛んにおこなわれ 
ているのがアメリ々である 
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